
学科名

科目名

科目区分 単位数 2 開講時期 前期

必修・選択
の別

担当者

授業の
到達目標

（シラバスから）

日程と内容

100%

授業到達目標
の達成度

反省点

来年度の計画

授業評価アン
ケートに対する

コメント

履修登録者数 93 名
定期試験
受験者数

90 名 合格者数 90 名 合格率 100%

授業計画については特に問題が無いと考えるため、来年度も今年度を踏襲する。ただし、授業中に課しているレ
ポートやそのプレゼンテーションなどにもきめ細かく対応できる成績評価基準とする。

各項目に対する評価点はいずれも４点以上であり、総合評価点も８．６点と高く、学生がほぼ授業に満足している
結果であった。
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最後に提出させる全員共通の課題のみで成績評価を行っているが、必ずしも授業の到達目標全ての達成度をこ
の課題のみで評価することができない。個々の達成度については各教員が授業の中で把握しているが、それが反
映される成績評価法に変える必要がある。

基礎ゼミⅠ

人間形成科目

部外評価
プレゼンテーション

 

建築・デザイン学科

・建築・デザインの多様な広がりを理解し、そのための基礎的な能力の向上を図ることができる。(A6)：ほぼ達成で
きた
・コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力の大切さを理解して活用できる。(A6))：ほぼ達成できた
・自主的・継続的な学習習慣の大切さを理解して、４年間の学生生活を計画し取り組むことができる。(A6))：ほぼ達
成できた

必修

河上（代表）、依田、松本、井原、津田、益田、金子、小池、鶴野

・建築・デザインの多様な広がりを理解し、そのための基礎的な能力の向上を図ることができる。(A6)
・コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力の大切さを理解して活用できる。(A6)
・自主的・継続的な学習習慣の大切さを理解して、４年間の学生生活を計画し取り組むことができる。(A6)
・建築・デザイン学科のカリキュラムおよび３コースの特徴を理解して、履修計画を立案することができる。(A6)

4/7　 第１回：導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法　「実施要領」を配付して解説
4/14　第２回：建築・デザイン学科とは
4/18  第３回：学習教育目標の解説、履修計画・履修登録の指導
4/21　第４回：キャンパス施設の見学、掲示物
4/28　第５回：図書館・電算機センターの活用方法
5/12　第６回：大学生活について
5/19　第７回：ノート・メモ・レポートの書き方、まとめ方（その１）
5/26　第８回：ノート・メモ・レポートの書き方、まとめ方（その２）
6/2　 第９回：オフィスウイーク
6/9　 第10回：レポートの書き方（その１）、読書計画
6/16  第11回：レポートの書き方（その２）、レポート課題（その１）出題
6/23　第12回：読書感想文発表
6/30　第13回：レポート課題（その１）発表、レポート課題（その２）出題
7/7　 第14回：レポート課題（その２）発表、学科共通レポート課題出題
7/14  第15回：マイキャンパスプランの自己点検、学科共通レポート課題発表および提出

実技

成績評価基準

 
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習 計

 
100%
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